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は
じ
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に
 
⼿
刻
み
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会
に
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鱯
鱡
今
︑
⼿
鱬
刻
鲅
技
術
鱳�

継
承
鱑
必
要
鱯
鱳
鱐
？

手
で
刻
む
と
書
く
「
て
き
ざ
み
」
と
は
、
家
づ
く
り
に
使
う
木
材
の
接
合

部
分
を
手
仕
事
で
加
工
す
る
大
工
の
技
術
を
指
し
ま
す
。
新
築
は
も
ち
ろ

ん
の
こ
と
、
と
り
わ
け
、
住
宅
リ
フ
ォ
ー
ム
に
お
い
て
、
古
い
部
材
と
新

し
い
部
材
を
接
合
す
る
際
な
ど
に
、
材
木
や
家
の
癖
に
合
わ
せ
た
手
加
工

が
必
要
と
な
り
、
手
刻
み
の
知
識
と
技
術
が
必
要
と
な
り
ま
す
。 

か
つ
て
「
山
を
み
て
家
を
建
て
る
」
と
言
わ
れ
た
よ
う
に
、
大
工
の
役
割

は
、
古
く
か
ら
継
承
さ
れ
て
き
た
職
人
の
知
恵
と
現
代
を
生
き
る
感
覚
に

基
づ
い
て
、
自
然
を
よ
み
、
木
を
目
利
き
し
、
加
工
す
る
こ
と
で
、
四
季

を
通
し
た
理
想
の
暮
ら
し
を
実
現
す
る
こ
と
に
あ
り
ま
し
た
。 

地
域
の
大
工
が
、
人
々
や
環
境
に
合
わ
せ
て
家
を
建
て
、
暮
ら
し
を
診
て

い
く
。
サ
ス
テ
ナ
ビ
リ
テ
ィ
や
ト
レ
ー
サ
ビ
リ
テ
ィ
が
求
め
ら
れ
る
昨
今

で
す
が
、
実
は
遥
か
昔
か
ら
、
日
本
人
は
、
ご
く
自
然
に
、
こ
の
よ
う
な

文
化
、
も
の
づ
く
り
の
精
神
を
継
承
し
て
き
ま
し
た
。
近
年
、
日
本
の
住

宅
市
場
に
お
い
て
、
ス
ト
ッ
ク
住
宅
（
既
存
物
件
・
中
古
住
宅
）
は
す
で

に
総
世
帯
数
を
超
え
、
空
き
家
問
題
が
課
題
と
な
っ
て
い
ま
す
。 

ま
た
、
環
境
へ
の
配
慮
や
サ
ス
テ
ナ
ビ
リ
テ
ィ
を
志
向
す
る
若
い
生
活
者

も
増
え
て
ゆ
く
中
で
、
リ
フ
ォ
ー
ム
の
需
要
は
益
々
高
ま
っ
て
い
く
こ
と

が
考
え
ら
れ
ま
す
。
パ
ッ
シ
ブ
デ
ザ
イ
ン
、
耐
震
な
ど
様
々
な
観
点
か

ら
、
手
刻
み
技
術
の
時
代
に
合
わ
せ
た
継
承
と
発
展
は
、
住
宅
業
界
に
と

っ
て
重
要
事
項
だ
と
考
え
ら
れ
ま
す
。
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⼿
刻
鲄
同
好
会
鱭
鱴

手
刻
み
同
好
会
は
、
人
と
家
、
地
域
と
大
工
文
化
、
暮
ら
し
と
自
然
の
関
係

性
を
今
一
度
見
直
し
、
こ
れ
か
ら
の
時
代
に
こ
そ
必
要
と
さ
れ
る
こ
の
技
術

を
発
展
的
に
継
承
し
て
い
く
こ
と
を
テ
ー
マ
に
、
全
国
の
有
志
の
工
務
店
、

学
者
、
建
築
関
係
者
で
結
成
さ
れ
ま
し
た
。 

各
参
加
者
が
自
ら
の
地
域
、
生
業
に
も
ち
か
え
る
こ
と
が
で
き
る
よ
う
な
技

術
と
知
恵
を
交
換
し
、
若
手
に
も
ひ
ら
か
れ
た
学
び
と
実
践
の
場
づ
く
り
を

行
う
こ
と
で
、
日
本
全
体
の
大
工
技
術
、
住
宅
建
築
の
水
準
を
あ
げ
る
こ
と

に
貢
献
し
た
い
と
考
え
て
い
ま
す
。
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1960年⽣鲃鲑�岡⼭⼤学理学部物理学科卒�
�住鲃鱉鱭環境社�代表�株式会社暮鲎鱜鲠鳅鳣鲦鱅研究所�代表取締
役�温熱・省鲠鳅・鳉鲻鲯鳎鲿鲮鲜鳫鱰関鱞鲐講演・講義、�⼯務
店・鳙鱅鲣鱅鱽鱳鲫鳫鲭鳣鲾鲛鳫鲨、執筆活動鲉各種媒体鱽鱳情
報提供鲗⾏鱋。��

【主鱯著書】�鲠鲫鲠鳅鳣鲦鱅鱬暮鲎鱞家（⾃費出版）、�鱝鱨鱔鲏
派鱳鱤鲆鱳家鱪鱔鲏講座1 断熱・省鲠鳅編（鲠鲧鲱鳂鳤鲻
鲰）�、鱝鱨鱔鲏派鱳鱤鲆鱳家鱪鱔鲏講座2 ⾃然住宅編（鲠鲧鲱
鳂鳤鲻鲰）�、増補改訂版省鲠鳅・鲠鲫住宅設計究極鳖鳃鳝鲚鳣
（鲠鲧鲱鳂鳤鲻鲰）、�本当鱰鱞鱙鱉鲠鲫住宅鲗鱩鱔鲐⽅法（鲠鲧
鲱鳂鳤鲻鲰）�、鳉鲻鲯鳎鲿鲮鲜鳫講義改訂版（Passive�Design�
Technical�Forum）、�⼩鱚鱯鲠鳅鳣鲦鱅鱬豊鱐鱰暮鲎鱠鲐住鲃鱉
鲗鱩鱔鲐（学芸出版社）

野池政宏�

⼿刻鲄同好会鱳活動趣旨�
鱘鱳同好会鲗⽻根鱚鲘鱭⽴鱦上鱗鱤鱳鱴2018年。鱢鱳鱭鱒鱰考鱍鱤活動趣旨鱴
次鱳鲍鱋鱯鲇鱳鱬鱇鲐。�

•鲃鱞鲃鱞深刻鱰鱯鲐⼤⼯不⾜鱽鱳対応策鲗⼀緒鱰考鱍鲐。       �
•鱢鲑鱴⽇本全体鲗視野鱰⼊鲑鲐鲍鱋鱯鲇鱳鱬鱴鱯鱔、少鱯鱔鱭鲇鳙鳫鳈鱅鱑鱢
鲑鱰対応鱬鱒鲐鲍鱋鱰鱞鲐鱘鱭鲗⽬指鱞。鱘鱘鱬鱴、鱭鱔鱰⼿刻鲄⼤⼯鱰鱴鱘
鱥鲔鲎鱯鱉�
•墨付鱖、⼿刻鲄鱭鱉鱨鱤⽇本鱳伝統的鱯⼤⼯技術鱳発展的鱯継承鲗鱮鱋図鱨鱫
鱉鱔鱾鱒鱐鲗⼀緒鱰考鱍鲐。                    �
•鱘鲑鲇⽇本全体鲗視野鱰⼊鲑鲐鲍鱋鱯鲇鱳鱬鱴鱯鱔、鲃鱟鱴鳙鳫鳈鱅鱑鱢鱋鱜
鱤技術鲗少鱜鱬鲇向上鱚鱠、1棟鱇鱤鲏鱳⼿刻鲄鱬鱩鱔鲐部分鲗少鱜鱬鲇増鲉
鱜、1棟鱬鲇鲍鱉鱐鲎⼿刻鲄鱳家鲗実際鱰建鱫鱯鱑鲎、⼿刻鲄鱬鱒鲐⼤⼯鲗⽬指
鱜鱤鱉若者鱳鳢鲧鳣鱅鳀法鲉育成法鲗⾒鱉出鱜鱫鱉鱔鱘鱭鲗⽬指鱞。�
•鱢鱘鱬可能鱬鱇鲑鱵、鱤鱭鱍鱵鳙鳫鳈鱅全体鱬⼿刻鲄⼤⼯鱳教育鲉共有鲗⾏鱋
鲍鱋鱯鱘鱭鲇視野鱰⼊鲑鲐。                       �
•鲃鱤、⼿刻鲄鱬鱩鱔鲐家鱳意義鲉魅⼒鲗鳙鳫鳈鱅鱬整理鱜、鱢鲑鲗鳙鳫鳈鱅鱳
鱏客鱚鲘鱑⾒鲐鲍鱋鱯鲇鱳鱭鱜鱫（鱤鱭鱍鱵鳓鱅鳘鳒鱅鲰鲉鳉鳫鳍鳤鲻鳀）作
鲏上鱗鲐。�
 �
今後鱮鱳鲍鱋鱰鱘鱳同好会鱑進鲘鱬鱉鱔鱐鱴鲔鱐鲎鱯鱉鱑、鱘鱘鱬書鱉鱤鲍鱋鱯
動鱒鲗鱞鲐鱘鱭鱬「鱇鲐種鱳成功例」鲗⽣鲄出鱜、鱢鲑鱑地域鱰、鱢鱜鱫⽇本全
体鱰⾃然鱰広鱑鱨鱫鱉鱔鱭鱉鱋鲜鳙鱅鲰鲗持鱨鱫鱉鲐。⼤⼯不⾜鱳対応鲇⼿刻鲄
技術鱳継承鲇、鱮鱦鲎鲇極鲆鱫鳇鱅鳁鳣鱳⾼鱉鲾鱅鳖鱬鱇鲐。鱥鱐鲎鱘鱢、鳙鳫
鳈鱅鱑鱷鱭鱩鱷鱭鱩着実鱰「⾃分鱳鲇鱳」鱰鱜、鱢鱘鱐鲎少鱜鱟鱩広鱗鱫鱉鱔鱭
鱉鱋鲚鳏鳥鱅鲹鱜鱐鱯鱉鱭思鱨鱫鱉鲐。�

代表�野池政宏（住鲃鱉鱭環境社）鲍鲏鱙挨拶

6



活
動
記
録���

創
⽴
か
ら
現
在
ま
で�

7



勉強会・⾒学会鱳実施�

⼿刻鲄同好会鱬鱴、有識者鲗招鱉鱫鱳勉強会、
講習会、⼿刻鲄鱳現場鱳⾒学会等鲗実施鱜鱫鱉
鲃鱞。�

⼿刻鲄技術鲉鳉鲻鲯鳎鲿鲮鲜鳫鱰鱩鱉鱫鱳⾒識
鲗深鲆鲐鱭鱭鲇鱰、鲢鳫鳡鲜鳫、鲢鳍鳡鲜鳫両
⽅鲗活⽤鱜鱯鱑鲎、全国鱳⼯務店同⼠鱑交流
鱜、互鱉鱰情報交換鱑鱬鱒鲐鲍鱋鱯場鱪鱔鲏鲗
⽬指鱜鱫鱉鲃鱞。

活動記録�01

8



⼿刻鲄技術普及鱳鱤鲆鱳広報活動�

⼀般鱳⽅鲃鱬含鲆鱫広鱔、⼿刻鲄鱳伝統鲉現在鲗知鱨鱫鱉鱤鱥鱔
鱘鱭、鱢鱜鱫、鱘鲑鱐鲎鱳建築鲗担鱨鱫鱉鱔若鱉世代鱳建築関係
者鲉⼤⼯鱰⼿刻鲄鱽鱳⼊鲏⼝鲗鱩鱔鲏鱤鱉鱭鱉鱋想鱉鱐鲎、�各
種SNS等鲗通鱝鱤情報発信鲗⾏鱯鱨鱫鱉鲃鱞。�

同好会鱳鲜鳑鳫鳀鲉情報鲗発信鱞鲐鱥鱖鱬鱴鱯鱔、現役⼤⼯鱑⼿
刻鲄鱳魅⼒鲗語鲐「⼿刻鲄鱳⼤⼯鱚鲘鲯鳢鱅鲲」、⼿刻鲄鱳活動
鲗応援鱜鱫鱔鱥鱚鲐有識者鱳⽅鱐鲎鱳寄稿「寄稿&鲜鳫鲷鳋鳝
鱅/⼿刻鲄鱳未来鲗考鱍鲐」鱯鱮、⼿刻鲄技術全体鱰関鲔鲐情報
発信鲗⾏鱯鱨鱫鱉鲃鱞。�

活動記録�02
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HUT�to�Tekizami�2021�in吉野�

吉野製材⼯業協同組合鱳主催、⼿刻鲄同好会鱳企画・運営鱰鱫、
⽇本有数鱳材⽊産地鱬鱇鲏、豊鱐鱯⾃然鱰囲鲃鲑鱤奈良県吉野町
鱬、⼿刻鲄技術鱭吉野材鲗PR鱞鲐鱤鲆鱳2⽇間鱳鲜鳑鳫鳀鲗開催
鱜鲃鱜鱤。�

Hut鱭鱴、「必要最⼩限鱳⼩鱚鱯⼩屋」鱳鱘鱭。⼩鱚鱯⼩屋鱰鳉
鲻鲯鳎鲿鲮鲜鳫鱳設計思想・⼤⼯鱳優鲑鱤⼿加⼯鱳技術、⾃然鱳
素材鱯鱮鱳粋鲗詰鲆込鲘鱬、⽇本鱳伝統建築鱳良鱚鲉⼈鱳⼿鱬刻
鲅鱘鱭鱳意味鲗発信鱜鱤鱉鱭鱉鱋想鱉鱐鲎、名付鱖鲃鱜鱤。�

本鲜鳑鳫鳀鱬鱴、野外鱬鱳建鱫⽅実演鱳他、主催鱳吉野製材⼯業
協同組合鱰鲍鲐吉野材鲼鲚鱅、墨付鱖鲉鲣鳫鳂削鲏鱯鱮鱳⼤⼯鱳
技術鲗間近鱬⾒鱫、体験鱜鱫鱉鱤鱥鱖鲐鲫鱅鳂鱅、有識者鲗鱏呼
鱸鱜鱫鱘鲑鱐鲎鱳⼿刻鲄建築鱰鱩鱉鱫考鱍鲐鳀鱅鲧鲜鳡鲜鳎鲗開
催鱜、連⽇鱤鱔鱚鲘鱳⽅鱰鱏越鱜鱉鱤鱥鱒鲃鱜鱤。�

【概要】�
●⽇時：2021年11⽉6⽇（⼟）、11⽉7⽇（⽇）��
●鳙鲜鳫会場・総合受付：吉野製材⼯業協同組合敷地内（〒
639-3114�奈良県吉野郡吉野町丹治11番地）��
●鲧鳤鲰鲻鳀��
「⼿刻鲄加⼯実演鱭吉野材展⽰•商談会」��
主催：吉野製材⼯業協同組合��
共催：⼿刻鲄同好会��
後援：吉野町、奈良鱳⽊鳎鳡鳫鳁課

イベントについては、プレスリリー
スか、各SNSでのイベントアーカイ
ブをご覧ください。

活動記録�03
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HUT�to�Tekizami�2021�in吉野の様⼦

活動記録03
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⼿刻鲄同好会運営鳙鳫鳈鱅

主鱯活動

12

•⽊構造実動実験(解説：⼭辺豊彦⽒)�
•軸組模型製作鳧鱅鲧鲯鳟鲻鳏(解説：⼭辺豊彦⽒)�
•⽊構造•温熱環境•意匠設計•⽊質材料等鱳勉強会�
•正会員鱽鱳訪問鲼鲚鱅(事務所、建物)�
•建物⾒学鲼鲚鱅�
•各地鱬鱳建鱫⽅鳡鲜鳎鲜鳑鳫鳀企画、参加 等

代�表：野池�政宏「�住鲃鱉鱭環境社」(⼤阪府)�
副代表：⽻根�信⼀「⽻根建築⼯房」(⼤阪府)�
広�報：篠⽥�三起⼦「Buku�暮鲎鱜鱳中鱳鲿鲮鲜鳫室」(奈良県)�
事務局：中嶋�史⼦ ⽻根建築⼯房内「鳄・鲮鳬鲡鳫」(⼤阪府)�

顧�問:⼭辺豊彦(⼭辺構造設計事務所)�
顧�問:堀部安嗣(堀部安嗣建築設計事務所)�



-⼿刻鲄鱳現状鱭可能性�
時間鱭鲫鲱鳀鱳問題鱴⼤鱒鱉鱬鱞鱲。⼿刻鲄鱭鱉鱋鱳鱴本来、⼤⼯鱚鲘

鱤鱦鱰勉強鱜鱫鲇鲎鱨鱤鲏、鱇鲐鱉鱴実験鱳鲿鱅鲷鲇⾒鱫鲇鲎鱍鲑鱵、

現場鱬鱳実践鱭結鱸鱩鱔鲔鱖鱬鱞。「耐⼒鱑鱮鲑鱥鱖出鲐鱐」鱭鱉鱋鱳

鱭鳢鳫鲧鱜鱫鱉鱔。「数値上鱘鲑鱴丈夫鱥」「鱘鲑鱴鱦鲌鱨鱭軽微鱯鱭

鱘鲒鱰使鱏鱋」鱭鱐。継鱓⼿、柱鱭梁鱳仕⼝、鱢鲑鱣鲑鱳形鱰応鱝鱫強

度鱑違鱋鱳鱬、勉強鱜鱤⼤⼯鱚鲘鱬鱇鲑鱵、適材適所鱬仕⼝鲗作鱨鱫鱉鱖

鲐。⼤⼯鱚鲘鱑鲉鲐⼿刻鲄鱳意味鱴、鱢鲑鱣鲑鱳強度鱰応鱝鱫、鳈鳢鲠

鱅鲯鳟鳫鲗⽣鲄出鱜鱫鱉鱖鲐鱭鱉鱋鱘鱭鱬鱞。�

-⼿刻鲄鱳鱘鲑鱐鲎�
⼿刻鲄技術鲗継承鱜鱫鱉鱔鱤鲆鱰鱴、⼤⼯鱚鲘鱤鱦鱰鱏願鱉鱞鲐鱥鱖鱬

鱴鱯鱔鱫、設計者鲉建築鲗設計鱞鲐⽅鱑学鲘鱬鱉鱤鱥鱔鱘鱭鲇重要鱬鱞

鱲。⾮常鱰鱢鱘鱴連携鳏鳤鱅鲄鱤鱉鱯鲇鱳。⽇本鱰鱴鲉鱨鱶鲏、世界鱰

誇鲑鲐⼤⼯技術鱨鱫鱳鱇鲐鲘鱬鱞鲍。鱘鲑鱴世界的鱯事実鱬鱞鱐鲎鱲、鱡

鱷、鲉鱨鱫鲇鲎鱉鱤鱉。鱠鱨鱐鱔宝物鱯鲘鱬鱞鱐鲎地域鱕鲐鲄鱬鱢鱋鱉鱋

鲇鱳鲗活鱐鱠鲐鲍鱋鱯、「顔鱳⾒鱍鲐関係」鱬、街鱪鱔鲏鱬鱇鱨鱤鲏学

校作鲏鱬鱇鱨鱤鲏、鱢鱋鱉鱋鱭鱘鲒鱰活鱐鱜鱫鲇鲎鱋鱭鱉鱉鱯。

⼭辺豊彦

13

顧�問 ⼭辺豊彦（⼭辺構造設計事務所）コメント

1946�年⽯川県⽣鲃鲑。法政⼤学⼯学部建設⼯学科卒業。⻘⽊繁

研究室鲗経鱫、78�年⼭辺構造設計事務所設⽴。鱘鲑鲃鱬鱇鲃鲏研

究鱚鲑鱫鱘鱯鱐鱨鱤在来軸組構法住宅鱳設計⼿法鱰鱩鱉鱫独⾃鱳

実⼤実験鱯鱮鲗鲇鱭鱰研究、鱢鱳⽅法論鲗分鱐鲏鲉鱞鱔解説鱞鲐

技術鱰鱴定評鱑鱇鲐。ʼ98�年鲍鲏全国鱳⼤⼯、設計者鲗中⼼鱭鱜

鱤勉強会「⼤⼯塾」鲗主宰。設計者、施⼯者鲎鱰⽊構造鱳正鱜鱉

知識鲗広鲆鲍鱋鱭精⼒的鱰活動鱜鱫鱉鲐。（⼀社）⽇本建築構造

技術者協会・関東甲信越⽀部東京鲭鲾鳡鲜鳀顧問。（―社）住宅

医協会代表理事。主鱯作品鱰、「鱩鱔鱵市⽴東⼩学校」（1995�

年）、「棚倉町⽴社川⼩学校」（1997�年、BCS�賞）、「正⽥醤

油本社屋」（2004�年、⽇本建築⼠会連合会賞優秀賞、BELCA�

賞）、愛農学園農業⾼等学校（2015�年耐震改修優秀建築賞）、

和⽔町⽴三加和⼩中学校（2016�年⽊材活⽤鲫鳫鲧鱅鳣最優秀

賞、農林⽔産⼤⾂賞）鱯鱮。



-⼿刻鲄鱳現状鱭可能性�
⽇本鱑建築鱳世界鱰鱏鱉鱫鲉鲎鱯鱖鲑鱵鱉鱖鱯鱉鱘鱭鱴鲇鱋建築鲗新鱜
鱔作鲐鱭鱉鱋鲍鲏鱴修復鱜鱤鲏修繕鱜鱤鲏鱇鲐鱉鱴、既存鱳鲇鱳鲗利⽤
鱜鱫鱉鱔鱨鱫鱉鱋鱘鱭鱥鱭思鱉鲃鱞。⾼鱉確率鱬⼈⼝鲇減鱨鱫鱉鱔鱜、鱢
鱳受鱖⽫鲗増鲉鱜鱫鱉鱔必要鱴鲀鲁無鱉。鱢鱋鱞鲐鱭、改築鲉増築、直
鱜鱫鱉鱔技術鱑⼤事鱥鱭思鱋鲘鱬鱞。⼿刻鲄鱑鱬鱒鲐⼤⼯鱚鲘鱑鱉鱯鱔
鱯鲐鱭鱞鱬鱰鱇鲐鲇鱳鲗活鱐鱞鱘鱭鱑不可能鱰鱯鱨鱫鱔。鱘鲑鱴本当鱰
⼤鱒鱯鱘鱭鱬鱞鱲。鲇鱜鱰⼿刻鲄鱳⽂化鱑鱘鱘鱬技術鱑途絶鱍鱫鱜鲃鱋
鱭、鱞鱬鱰鱇鲐物鲗修繕鱜鱫⻑鱔使鱨鱫鱉鱔鱨鱫鱉鱋鱘鱭鱞鲎鲇諦鲆鲐鱭
鱉鱋鱘鱭鱰鱯鱨鱫、鱢鲑鱘鱢「鲱鲧鳡鲻鳏鲚鳫鳁鳋鳣鳁」鲗鱮鲘鱮鲘加
速鱚鱠鱫鱉鱔鱘鱭鱰繋鱑鱨鱫鱜鲃鱉鲃鱞鱐鲎鱲。�

-⼿刻鲄鱳鱘鲑鱐鲎�
鱉鲒鲘鱯分野、鱉鲒鲘鱯業界鱬技術継承鱳問題鱴鱇鲏鲃鱞。今、⼀鱩⼀
鱩残鱜鱫鱉鱘鱋鱨鱫鱉鱋動鱒鱑現鲑鱫鱒鱫鱉鲐。鱘鱋鱉鱋世界鱴「⾸鱳
⽪⼀枚」鱬鱯鲘鱭鱐持鱦堪鱍鱫鱉鲐状態鱥鱭思鱋鲘鱬鱞。鱬鲇、鱢鱳⾸鱳
⽪⼀枚鲗⼗枚百枚鱰鱜鲍鱋鱭鱞鲐鲔鱖鱝鲈鱯鱔鱫、⾸鱳⽪⼀枚鲗強化鱜
鱫鱉鱔鲄鲘鱯鱑橋渡鱜鲗鱜鱫鱉鱨鱫、繋鱑鱨鱫鱉鱔鲍鱋鱯運動鱰鱯鲏鱩
鱩鱇鱨鱫。鱢鱋鱉鱋流鲑鲗⾒鱫鲇、建築⼤⼯鱳世界鱬鱳⼿刻鲄鲗残鱜鱫
鱉鱔鱨鱫鱉鱋鱘鱭鱴⾮常鱰濃鱉有意義。鲇鱳鱪鱔鲏鱳世界、全体鲗考鱍
鱤時鱰鱴、鱯鱔鱫鱴鱯鲎鱯鱉鱘鱭鱥鱭思鱨鱫鲃鱞。�他分野鱳⼈鱭鱳連
携、世界鱳広鱑鲏鲄鱤鱉鱯鲇鱳鱑、⼿刻鲄同好会鱳活動鱰鲇鱇鲐鱭鱉鱉
鱬鱞鱲。

堀部安嗣

14

顧�問�堀部安嗣「堀部安嗣建築設計事務所」コメント

1967�年横浜市⽣鲃鲑。90�年筑波⼤芸術専⾨学群環境鲿鲮鲜鳫鲫

鱅鲱卒業。91〜94�年、益⼦鲚鳀鳢鲠鱰鱫益⼦義弘⽒鱰師事鱜鱤

後、堀部安嗣建築設計事務所鲗設⽴。2007�年鱐鲎京都芸術⼤⼤

学院教授。2016�年⽇本建築学会賞（作品）鲗「⽵林寺納⾻堂」

鱬受賞。代表作鱰「南鱳家」「鱇鲐町医者鱳記念館」「KEYAKI�

GARDEN」「阿佐鳮⾕鱳書庫」「鎌倉⼭集会所」鱳他、客船「鲤

鳫鲼鲞」鱯鱮。2020�年毎⽇鲿鲮鲜鳫賞受賞。



15

中村好⽂⽒応援⼿鱱鱕鱉

本⼿鱱鱕鱉鱴、⼤⼯鱳伝統技術「⼿刻鲄」鲗守鲐⼿刻鲄同好会鱳活動鱰寄鱠鱫、建築家・中村好⽂⽒鱑応援鱳想鱉鲗込鲆鱫鲿鲮

鲜鳫鱜鱫鱔鱥鱚鱨鱤鲇鱳鱬鱞。⽇本鱳鲇鱳鱪鱔鲏鱳未来鱽鱳希望鲗込鲆鱫、奈良鱳注染⼯房鱰鲍鲐⼿仕事鱬仕上鱗鱫鱉鱤鱥鱒鲃

鱜鱤。活動鱽鱳鱙⽀援鱳返礼品鱭鱜鱫、協賛鲗鱉鱤鱥鱉鱤皆鱚鲃鱰鱏配鲏鱉鱤鱜鲃鱜鱤。
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記事の全⽂は、⼿刻み同好会のnote
よりご覧いただけます。

良鱉鲇鱳、良鱉暮鲎鱜。実直鱰、不器⽤

鱰、本当鱰根付鱉鱫鱉鱔⽂化鲗継承鱞鲐

鱔鲐鲄鱳⽊代表�⽯村由起⼦�

⽇本鱳職⼈鱚鲘鱳世界鱰鱴、技術鱳継承鱥鱖鱬鱯鱔、鱢鱳世界鱬鱳⽣鱒

⽅鲗学鲘鱬鱉鱔鱭鱉鱋鲇鱳鱪鱔鲏鱳鲭鲜鲧鳣鱑鱇鲐鲘鱬鱞。鱏世話鱰鱯鱨

鱤⽅鲗⼤事鱰鱞鲐鱭鱐、鱢鱋鱉鱋全鱫鱳鱘鱭鲗鱬学鲘鱬鲐鲘鱥鱯鱭思鱋

鱭、私鱴何鲗渡鱠鲐鱐鱯？鱭思鱉鲃鱜鱤。�

私鱳場合、暮鲎鱜鱢鱳鲇鱳鱑仕事鱬鲇鱇鲏、仕事鱑暮鲎鱜鱬鲇鱇鲐鱳

鱬、公私鲗切鲏離鱠鱯鱉部分鲇多鱔鱫難鱜鱉鱳鱬鱞鱑…。暮鲎鱜鱨鱫、

⼀過性鱳鳎鱅鳘鲉綺麗鱰飾鲐鱘鱭鱬鱴鱇鲏鲃鱠鲘。暮鲎鱜鱴⼈⽣鱥鱭思

鱨鱫鱉鲃鱞。⼼豊鱐鱯⼈⽣鲗⼿鱰⼊鲑鲐鱤鲆鱰鱴、仕事鲇⼀⽣懸命鲉鲎

鱯鱉鱭鱉鱖鱯鱉。鱟鲐鱉鱘鱭鱴、鱜鱦鲈鱉鱖鱯鱉鲘鱬鱞。「鲃鱨鱭鱋

鱰」鱨鱫、実鱴不器⽤鱯鱘鱭鱯鱳鱐鲇鱜鲑鲃鱠鲘。真似鱜鱫鱦鲈鱦鲈鱭

済鲃鱠鲐鱳鱬鱴鱯鱔鱫、地味鱯鱘鱭鲗毎⽇毎⽇、鲫鲼鲫鲼積鲄上鱗鱫、

意義鱳鱇鲐⼈⽣鲗⾃分鱬⾒鱩鱖鱫鱉鱔⾏為鱯鲘鱬鱞鱐鲎。鱇鲐意味、⼿

刻鲄鱭鲇鱉鱍鲐鱐鲇鱜鲑鲃鱠鲘鱲。

⾹川県⾼松市⽣まれ。1984年、奈良でカフェ「くるみの⽊」を開
業、全国から来客を得る⼈気店へと成⻑させる。現在は奈良を拠点
に、各地で商品の企画や町づくりにも関わるなど幅広く活躍、多く
のファンを集める。『私は夢中で夢をみた』（⽂藝春秋）をはじめ
著書多数。

⽯村 由紀⼦
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記事の全⽂は、⼿刻み同好会のnote
よりご覧いただけます。

『⼿仕事鱭暮鲎鱜鱳繋鱑鲏』 皆川明�
産業⾰命以降、⼿仕事鱑鱘鱳世界鱐鲎減鲏始鲆、機械化、合理化鱰鲍鱨

鱫有機的鱯物鱪鱔鲏鱑社会鱳景⾊鱐鲎失鲔鲑鱫鱉鲐。住鲃鱉鱭鱉鱋⼈鱳

暮鲎鱜鱳中⼼鱭鱯鲐空間鱰鱏鱉鱫鲇鱢鲑鱴例外鱬鱴鱯鱉鲍鱋鱥。��

私達鱑消費鱭鱉鱋⾔葉鲗⽤鱉鱫物鲗購⼊鱜始鲆鱤鱳鱴鱉鱩頃鱐鲎鱥鲒

鱋。鱉鱩鱜鱐私達⾃⾝鲇消費者鱭名乗鲏、⽇本鱰鱏鱉鱫鱴1970年頃鱐鲎

鱳⾼度経済成⻑鱳物鱪鱔鲏⽅程式鱴、⼤量⽣産、⼤量消費鱳鲭鲜鲧鳣鱭

鱯鱨鱫鱉鱨鱤。鱢鱳鲭鲜鲧鳣鱴⽣産量鱑増鱍、時間鲭鲜鲧鳣鱴鲍鲏短鱔

鱯鲏、鱢鱘鱰費鲉鱚鲑鲐鲫鲱鳀鲇安価鱯物鱽鱭鲯鳍鳀鱜鱫鱉鱔鱘鱭鱭鱯

鲐。当然、作鲐現場鱴合理化鱭簡略化鱑進鲄、⼿仕事鱰鲍鲐技術鲗活鱐

鱞場鱴減鱨鱫鱉鱒、鱢鱳技術鱳伝承鲇難鱜鱔鱯鱨鱫鱉鱨鱤。�

�本来鱳鲭鲱鲾鲛鳂鳎鳣鲉SDGʼS鱭鱉鱋環境鱽鱳意識鲉⽬標鱴、単鱰持続

可能性鲗謳鱨鱫鱉鲐鱳鱬鱴鱯鱔、本質的鱯意味鱭鱜鱫⼈間鱳営鲄鱭幸福

感鱑繋鱑鲎鱯鱖鲑鱵鱯鲎鱯鱉鱳鱥鱭思鱋。⼈鱴物鲗所有鱞鲐鱘鱭鱬鱢鱳

機能鲉物鱳美鱜鱚鱐鲎幸福感鲗得鱫鱉鲐鱑、鱢鱳感情鱴物鱽鱳愛着鲉敬

意鱭鲇⾔鱍鲐鱥鲒鱋。鱢鱳感情鲗⼈鱑感鱝鲐鱤鲆鱰鱴、単鱯鲐機能鱥鱖

鱬鱴鱯鱔物鱰含鲃鲑鲐作鲏⼿鱳“想鱉”鲇⼤切鱯役割鲗果鱤鱞鱳鱥鱭私鱴

思鱋。…

ミナ�ペルホネン�デザイナー�1995年に「minä�perhonen」�の前⾝で
ある「minä」を設⽴。ハンドドローイングを主とする⼿作業の図案
によるテキスタイルデザインを中⼼に、⾐服をはじめ、家具や器、
店舗や宿の空間ディレクションなど、⽇常に寄り添うデザイン活動
を⾏っている。デンマークKvadrat、スウェーデンKLIPPANなどの
テキスタイルブランド、イタリアの陶磁器ブランドGINORI�1735へ
のデザイン提供、新聞・雑誌の挿画なども⼿掛ける。

皆川�明�

18



活
動
へ
の
参
加
に
つ
い
て

19



同
志
︑
求
鲅

20

⼿
刻
鲄
同
好
会
鱴
︑
鱘
鲑
鱐
鲎
鲇
︑
⼿
刻
鲄
鱳
技
術
鲗
幅
広
鱉
⽅
々
鱰

知
鳵
鱫
鱉
鱤
鱥
鱒
︑
⼿
刻
鲄
技
術
鱳
﹁
発
展
的
継
承
﹂
鱰
向
鱖
鱫
鱳
取

鲏
組
鲄
鲗
続
鱖
鱫
鱉
鱒
鲃
鱞
︒
活
動
鱰
興
味
鲗
持
鳵
鱫
鱉
鱤
鱥
鱉
鱤

⽅
︑
関
鲔
鲏
鲗
持
鳵
鱫
鲄
鱤
鱉
鱭
思
鲔
鲑
鱤
⽅
鱴
︑
鱮
鱋
鱣
鱙
連
絡
鱔

鱥
鱚
鱉
︒



正会員�
年会費:35,000円�

正会員は⽬指すところに向かって、つくり⼿として主体的に

活動いただくメンバーです。個⼈事業主、法⼈問わず、⼯務

店、設計事務所などの⽅にご⼊会いただけます。�

✴ ⼯務店、設計事務所は正会員のみとさせていただきます。�

✴ お互いに意味のある活動が進められることを確認したいと考

え、定例会にオブザーバー参加していただき意⾒交換してからの

ご⼊会になります。�

✴ 正会員からご紹介をされた⽅については上記の限りではありま

せん。

⼿刻み同好会への⼊会・参加⽅法について

準会員�
�年会費(協⼒⾦):5,000円��

準会員は正会員以外の⽴場として、⾃由な形で当団体の活動に

関わっていただくメンバーです。⼀般、OB様、学⽣など、�

正会員以外の業種は問わずご⼊会いただけます。�

✴ メンバーの⼯務店訪問、定例会議にはオブザーバーとして参加し

ていただけます。�

✴ セミナー、イベントについては割引価格で参加していただけま

す。

会員以外の⽅：随時SNSなどで参加いただけるイベントを案内しております。案内メールをご希望の⽅は事務局までご連絡ください。�

<お問い合わせ>�
〒535-0013�⼤阪府⼤阪市旭区森⼩路1丁⽬2−15���(有)⽻根建築⼯房内ヌザヴォン��⼿刻み同好会事務局�中嶋宛�
              fax:�06-6958-6278���mail:�tekizamidoukoukai@gmail.com
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協賛企業/団体�
�１⼝:50,000円�(年)

✴ 当会員にメールなどを通じて宣伝したい内容を案内することができます�。�

✴ 有料で開催するセミナー・イベントについて割引価格で参加していただけます�。�

✴ メンバーの⼯務店訪問、定例会議にはオブザーバーとして参加していただけます。
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⼿刻み同好会の動画ができました

⼿刻み同好会の活動をご紹介する動画がYoutubeで
ご覧いただきます。代表野池の⼿刻み同好会の設⽴
への想い、建築家・⼭辺豊彦先⽣、堀部安嗣先⽣の
応援メッセージ、第1回Hut�to�Tekizamiの様⼦など
も収録。ぜひご覧ください。



note Instagram Facebook

Noteでは、有識者からの寄稿エッセイや手刻みの大工の現場レポートなどの記事コンテンツを配信、 

インスタグラムやFacebookでは、手刻みのイベントの様子や大工のインタビューを掲載するなど、 

各種情報を発信しています。最新の情報をお届けしますので、ぜひフォローをお願いいたします。

手刻み同好会

各種SNS・情報発信鱰鱩鱉鱫
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